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大阪マスターズ陸上競技連盟 第 50 回理事会議事概要 

 

Ⅰ．日 時 2026 年 7 月 25 日（土）18：00～21：30 

Ⅱ．場 所 阿倍野市民学習センター 第１会議室 

大阪市阿倍野区阿倍野筋 3-10-1-300  06-6634-7951 

Ⅲ．出席者  

【会 長】 ☑椎木 茂久 

【副 会 長】 ☑山中 保博、■深尾 真美 

【専務理事】 ☑井指 康裕 

【常務理事】 ■池上 健三、☑糸原 一輝、☑坂下 勝正、☑藤田 幸久、☑三宅   要、 

□村井 正信 

【理 事】 ■大倉 節子、☑大野 鐘三、☑熊取谷信子、□柴田 秀治、■津田 光央、 

☑鶴川 久壽、☑中島 静一、■並川 耕士、□早川 禎一、☑升田  昭 

【監  事】 ☑塚口 洋之、□福本 康史 

                      下線は欠席者 ■は議決権行使者 

■理事出席者数； 20 人中  17 人出席（本人出席 12 人、議決権行使者 5 人） 

■監事出席者数； 2 人中   1 人出席（本人出席 1 人） 

1．開 会 

井指康裕専務理事進行のもと、同専務理事が 18 時 05 分現在における理事総数 20 人に対す

る出席者数が 12 人（本人出席 7 人、議決権行使者 5 人）と定足数を充足していることを確認

し、18 時 06 分に開会を宣言した。 

（注）最終理事出席者数；17 人（本人出席 11 人、議決権行使 6 人）。監事；1 人 

2．議長、議事録署名人および議事録作成者の選任 

椎木茂久会長のあいさつの後、定款第 35 条の規定により会長が専務理事を議長に指名。井指

専務理事が議長となり、議事録作成者に中島静一氏、議事録署名人に、升田昭、三宅要の両氏

を選任したい旨を述べ、これを諮ったところ満場一致で承認されたので、直ちに議案審議に

入った。 

３．議案の経過要領および議案別議決の結果 

 

第１号議案 事業運営について 

１．競技運営の改善について 

議長から 2026 年度の事業運営の課題、改善点等について議案資料に基づいて説明が

なされた。 
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（1） 競技運営の改善について、井指専務理事より議案に沿って説明された。 

① 競技会等における安全対策について 

６月１４日の大阪マスターズ選手権大会にて心肺停止、救急搬送の事案があり、そ

れに対しての法人としての今後の対応、ならびに大阪陸協他への報告状況などの説

明がされた。救急車への同伴は看護師が第一優先とすることとなった。大阪高体連

の緊急時対応マニュアルをベースに大阪マスターズの緊急時対応マニュアルの作

成を加速することが確認された。 

② 競歩審判の確保について 

下期の競技会で懸案となっている 10 月 18 日の記録会の競歩ジャッジの審判依頼

の関係では、同日程で開催される学連における競歩競技の日程を別日に実施する調

整を行っていると糸原理事から報告があった。 

 

（2） 競技会準備への謝礼について 

個々の業務内容が変化することもあり、その都度検討することになった。 

 

（3）大阪記録、大会記録のプログラム記載について 

大阪マスターズ選手権等の大会記録は年１回更新して記録一覧表を作成し、大阪記

録は 12 月末と 7 月末にまとめて更新することになった。 

 

（4）上陸システムを用いた競技運営の最適化 

中島理事から上陸のバージョン変更で、全投擲記録入力が可能となり、現地での入

力がしやすい環境になるため、今後現地入力を検討したいと報告があった。 

 

(5) 申込受付簿の作成およびスタートリストの作成に関して 

実際の業務の流れ（WEB へのエントリーリストアップロード資料や入金確認、上陸

のファイルの作成やスタートリスト、タイムテーブルの作成など）の説明が井指専

務理事からされた。また、井指専務理事からこれらの作業は複数人でするため、作

業のルールを明確化していく必要があると説明された。 

 

(6) 情報共有方法について 

情報共有方法については、従来通り Google ドライブを活用するが、運用ルールを明

確にする必要性があると井指専務理事より説明された。 

 

２．次年度以降の業務改善について 

議長から次年度以降の業務改善等について議案資料に基づいて説明がなされた。 
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（1） 競技会を開催する競技場について 

服部緑地の施設の老朽化、職員の対応に問題があり競技会運営に支障が出かね

ないことから、万博記念競技場での競技会開催の可能性を議論した。万博競技

場では小陸研の持ち物である小学校用ハードル（３レーン分のみ）が借りられ

る可能性もあるなどのメリットの説明、費用の問題、投てき種目は開催できる

かなどの確認を行う必要があるなどの質問があった。来年度の第一希望はヤン

マーフィールドで変わりないが、来年度の後半の競技会に関しては、第二希望

を万博にしてみるとことに異論はなかった。 

 

（2） マスターズ、陸連登録（入金確認）等の種々の問題点について 

があることを井指専務理事から説明があった。 

 

① 坂下常務理事から本年前期の大会エントリー上の問題点が報告された。大会エン

トリーが近畿マスターズ選手権と大阪マスターズ選手権が同時期であったため、

一括入金されるとどちらの大会の項目がわからない、家族で２人分入金などもあ

り確認に時間がかかった。入金に名前がない人、期日前に振り込む人もいるなど

の入金確認が非常にややこしくなっているということであった。 

 

② 上記の他に、競技会登録と入金確認の際にエントリーミスが起こる原因として、 

ⅰ.メールによるエントリーの際に申込用紙を解像度の低い写真で撮影して添付フ

ァイルにせずにメール本文に貼り付ける場合など 

ⅱ.FAX の不具合による申し込みミス 

ⅲ、入金時に該当競技会が不明であるなど があった。 

 

③ これらのことを改善するために、申し込みには、Google フォームによるエントリ

ーを推奨し、FAX 申し込みの中止し、入金時に会員番号、連絡先、試合名記入を

必須にする(Web 入金でも記入してもらう)ことが承認された。 

④ また、メールによる申し込みの場合、他のメールと混同してミスが起きる可能性

があることから、試合申し込み専用の新規のメールアドレスを作成し、来年から

運用することが確認された。 

⑤ また、新規会員の手続きが大会エントリー直前になると①マスターズ登録②陸連

登録③大会エントリーの手続きに時間がかかることを説明したところ、HP にお

いて「登録には時間がかかる旨の説明を入れたほうが良い」という意見がでた。 

⑥ また、新規登録場合の申込書郵送時など常勤の事務員がいないと登録作業が不安

定になることからも余裕をもって申し込みをしてもらい趣旨の説明が必要とい

う意見がでた。追記：郵送でなくメインをメール送付による受付を優先すること
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に切り替えることを検討する 

 

 

第１号議案に対し、上記以外に意見・要望が出ないため、議長が賛否を諮ったところ全員

異議なく承認、可決された。 

 

検討事項 

定款、各種規程の改定作業ついて、椎木会長から説明がなされ、定款、経理規程等の修正

部分の説明があった。 

1. 今後、各規程の案について内部事情を知っている人材の中から、担当者を決めて新し

い草案を作成するが、担当の理事は規程を読んで疑問がある部分を会長か専務理事に

連絡することにとなった。締め切りは 8 月第 1 週とした。 

2. 藤田理事から、会員の定義として、通常総会の時の会員数の定義はどうなっているか

の質問あり、坂下理事から「12 月末までに年会費を払った人」との回答があった。追

記：総会運営細則第 9 条 3 項によれば、「現有正会員総数は、総会招集通知発送日現在」

となっているが、実務的には総会案内を印刷所に発注し最終校正を終える時点である。 

 

その他報告事項 

1. 秋の研修会の開催について、三宅常務理事から小学生の参加についてどうするか質問

があり、短距離、中長距離のみ参加可能なアナウンスする方向で、講師、募集ほか調

整することになった。 

2. スターターピストル(トリプルシグナルピストル(ケーブル付き)の見積もり（約 22 万

円） NISHI（ミシマスポーツ；取扱店のみ）について、異議なしで購入することに

なった 

3. 6/14 のお亡くなりになられた方の経緯について、山中理事から質問あり、当日、その

後について井指専務理事、中島理事から説明がなされた。 

4. 糸原理事から、毎年大阪クラブ対抗のエントリーがマスターズ経由でなくて（チーム

経由でなくて）、個人で陸協にエントリーする人がおり、陸協が困っているとのこと。

今年は陸協への直接エントリーの場合は、対抗戦でマスターズには得点は入りません

との旨の説明であった。追記：HP・要項集で案内しているが限界があると思われる。 

 

  閉会 

以上をもって非営利活動法人大阪マスターズ陸上競技連盟の第 50 回理事会の議案はすべ

て終了したため、議長は閉会を宣言した（21 時 15 分） 

 


